
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

８
８

回
 

平
成

平
成

平
成

平
成

２
６

２
６

２
６

２
６

年
度

年
度

年
度

年
度

    
行

仙
宿

行
仙

宿
行

仙
宿

行
仙

宿
・・ ・・

忘
年

山
行

忘
年

山
行

忘
年

山
行

忘
年

山
行

 

 

◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
１

月
２

９
日

(
土

)
～

３
０

日
(
日

)
 

◇
参

加
者

 
山

上
皓

一
郎

、
根

木
俊

明
、

木
下

嘉
彦

、
沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑

沖
﨑
吉

信
、

 

中
前

中
前

中
前

中
前
 

偉
、

生
熊

生
熊

生
熊

生
熊
敏

男
、

生
熊

千
満

子
、

畑
林

秀
味

、
畑

林
清

子
、

 

川
島

川
島

川
島

川
島
 

功
、

前
田

 
正

、
高

階
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、
乾乾 乾乾
 

克
己

、
 

杉
本

杉
本

杉
本

杉
本
俊

也
、

山
口

山
口

山
口

山
口
泰

宏
、

三
井

三
井

三
井

三
井
幹

雄
、

河
野

芳
宏

、
青
木

青
木

青
木

青
木
宏

充
、

 

大
門

大
門

大
門

大
門
健

一
、

茂
原

茂
原

茂
原

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
８８ ８８
名名 名名
(
茂

原
 

治
、

茂
原

 
仁

、
 

平
澤

 
研

、
児

玉
勝

暁
、

平
野

絵
里

奈
、

皆
川

 
光

、
蛭

田
直

樹
、

 

藤
澤

)
、
松
本

松
本

松
本

松
本
良

輔
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以

上
２

９
名

。
 

日
帰

日
帰

日
帰

日
帰
りり りり
；； ；；
梶
野

梶
野

梶
野

梶
野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

３
０

名
。

 

 

平
成

２
２

年
１

２
月

の
行

仙
宿

で
の

忘
年

会
に

、
山

尾
登

氏
か

ら
た

く

さ
ん

の
猪

肉
・

鹿
肉

等
の

差
入

れ
を

頂
い

た
。

 

以
後

、
毎

年
山

尾
氏

か
ら

同
様

の
差

入
れ

を
い

た
だ

き
、

山
彦

ぐ
る

ー

ぷ
の

忘
年

会
は

、
行

仙
宿

で
猪

・
鹿

・
川

魚
が

定
着

し
つ

つ
あ

る
。

 

１
０

月
初

旬
に

は
早

々
に

開
催

日
を

決
め

、
順

次
参

加
申

込
み

が
あ

っ

て
、

山
上

副
代

表
、

木
下

棟
梁

、
根

木
さ

ん
も

参
加

さ
れ

、
３

０
名

の
参

加
と

か
っ

て
な

い
人

数
と

な
っ

た
。

 

元
気

に
な

ら
れ

た
玉

岡
相

談
役

は
、

体
力

面
で

少
し

不
安

と
の

こ
と

か

ら
不

参
加

と
な

り
、

事
前

に
錫

杖
・

数
珠

・
小

瀧
螺

雲
師

の
碑

伝
・

シ
チ

ズ
ン

カ
レ

ン
ダ

ー
が

持
込

み
ま

れ
託

さ
れ

た
。

 

 真
砂

さ
ん

が
律

院
・

大
阿

闍
梨

か
ら

頂
い

た
お

酒
の

差
入

れ
を

し
て

下
 

さ
る

と
の

事
か

ら
ピ

ネ
で

新
宮

組
が

合
流

。
生

熊
さ

ん
忘

れ
物

で
自

宅
に

引
き

返
さ

れ
た

と
の

事
、

奥
村

・
高

階
さ

ん
を

分
乗

さ
せ

先
発

す
る

。
 

沖
﨑

氏
か

ら
白

谷
ト

ン
ネ

ル
内

で
雨

具
着

用
を

提
起

さ
れ

了
承

し
た

が
、
四

ノ
川

林
道

口
で

は
小

雨
に

な
り

登
山

口
に

直
接

行
く

事
に

し
た

が
、

林
道

に
入

る
と

ガ
ス

が
濃

く
な

り
登

山
口

に
近
づ

く
と

雨
が
強

く
な

る
。

 

登
山

口
に

は
、

平
澤

さ
ん
率

い
る

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
行

６
名

、
大
門

氏
が
既

に
到

着
。
直

ぐ
に

、
三
井
・
河

野
さ

ん
が
到

着
し

２
０

名
が
揃
う

。

雨
具

着
用

し
食
材

等
を
手

分
け

し
て
背
負

い
子

等
で
担

い
で
貰
う

。
 

 
浦
向

道
分
岐

に
上

っ
た
頃

に
は

、
ガ

ス
が
薄

く
明

る
く

な
り

雨
が
殆

ん

ど
止
む

気
配

と
な

る
も

、
冷
え

込
み

が
無

い
分
汗

を
か

く
。

 

 
１

０
時

前
に

行
仙

宿
着

。
早
速

、
ス

ト
ー
プ

に
火

を
入

れ
、

ガ
ス
コ

ン

ロ
で

お
湯

を
沸

か
し
コ

ー
ヒ

ー
で

一
段
落

し
、
水
汲

み
に

行
く

。
 

戻
る

と
程

な
く

山
口

氏
、

茂
原

先
生

・
茂

原
仁

、
生

熊
夫
妻

、
青

木
、

乾
氏

が
到

着
さ

れ
２
７

名
が
揃

い
昼
食

と
す

る
。

 

そ
の
昼
食

も
雨

の
中

登
っ

て
来

た
事

と
外

は
雨

も
降

っ
て

い
て
風

も
強

 

い
事

か
ら

、
暖

か
い

ス
ト

ー
ブ

の
そ
ば

を
離

れ
が

た
い

。
 

小
屋
到

着
後

、
玄
関
脇

の
水
槽
へ
ビ

ー
ル

２
箱

(
４
８
本

)
投

入
し

た
が

、

そ
の

大
半

を
飲
干

し
そ

の
ま

ま
宴

会
と

な
り
そ
う

な
雰
囲

気
の
中

、
代

表

の
作
業
号
令

と
な

り
、

１
３
時

前
か

ら
行

者
堂

で
中

前
氏
導

師
に

て
「
峰

中
安
全

・
作
業

安
全
」

の
般
若
心
経

を
全
員

で
唱
和
勤

行
後

、
雨

が
止

ん

だ
が
北
西

の
風

が
強

く
吹

く
中

、
５
班

に
別

れ
て
作
業

す
る

。
 

 

 
 

 

各
自

持
参

の
昼

食
 

 
 

か
ら

池
～

丸
太

運
搬

 
 

 
 

薪
造

り
作

業
 



①
夕
食
準
備

は
、
女
性
陣

(
畑

林
・
生

熊
・
高

階
・
平

野
)
と

猪
肉

、
鹿

肉
、

あ
ま
ご

・
鮎
調
理

の
乾

氏
。

 

②
水
場

、
千

年
檜

の
注
連
縄
作

り
は

、
山

上
・

根
木

・
木

下
・

奥
村

氏
。

 

③
か

ら
池
付
近

か
ら

の
丸
太
運
搬

(
約
４

０
本

)
は

、
川
島

・
前

田
・

茂
原

ク
リ
ニ
ッ
ク

(
茂

原
先

生
・
茂

原
仁
・
平

澤
・
児

玉
・
皆

川
・
蛭

田
・
藤

澤
)
が
携
わ

り
、
そ

の
後
間
伐
材

の
枝
払

い
と
皮
剥
ぎ
運
搬

(
７
本

)
。

 
 

④
薪
造

り
は

、
沖

﨑
・
青

木
・
中

前
・

畑
林

・
山

口
・

大
門

氏
。

 

⑤
食
台
脚

に
す

る
丸
太
切
断

(
高

さ
３

０
㎝

・
１
７
本

)
は

、
生

熊
氏

。
 

以
上

の
人
達

が
主
担
当

に
、
手

の
空

い
た

者
は
薪
造

り
等

を
支
援

す
る

。
 

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
方

々
は

、
若

い
方

が
多

く
運
搬

が
は

か
ど

る
。
又

 

皮
剥
ぎ
鎌

を
持

参
し

て
下

さ
り
予

定
し

た
作
業

が
早

く
終

了
し

、
薪
割

り

作
業

さ
れ

る
が

、
初

体
験

の
者

も
あ

り
、

あ
れ

こ
れ

と
指
導

し
て

い
る

。
 

１
５
時

に
作
業
終

了
。

 

川
島
案

の
食
台

の
丸
太
脚

は
、
タ

ダ
で
食
台

が
座
卓

高
さ

に
な

り
、
食

台
下

に
足

が
入

り
非
常

に
使

い
勝
手

が
良

く
な

っ
た

。
 

１
６
時
よ

り
川
島

代
表

か
ら

物
故

者
の
黙
祷

と
挨
拶

、
茂

原
先

生
の
乾

 

杯
音
頭

で
忘

年
懇
親

会
が

開
宴

す
る

。
 

 
 

 

丸
太

運
搬

・
薪

作
り

班
 

 
 

忘
年

懇
親

会
 

 
 

 
 

雀
の

学
校

授
業

中
！

 

山
尾

さ
ん

か
ら

頂
い

た
猪

肉
で

猪
鍋

、
猪

肉
+
鹿

肉
の
焼

肉
、

鹿
刺

し
、

鮎
・

あ
ま
ご
塩
焼

き
に
び

ん
長
鮪

の
せ

せ
り

と
本
当

に
豪
勢

な
夕
食

と
な

り
、
懇
親
・
懇

談
が

は
ず

み
大
好
評

で
山

尾
さ

ん
に
感
謝

申
し

上
げ

た
い

。
 

梶
野

氏
は

１
３
時
半
頃

行
仙

宿
に

着
き

、
皆

さ
ん

に
挨
拶

す
る
手

前
、

雨
具

の
下

は
ブ

レ
ザ

ー
を

着
用

さ
れ

て
い

た
。
又

、
先

日
の

持
経

宿
で

の

便
所
汲
取

り
が

気
に

な
っ

た
様

で
、

行
仙

宿
ト
イ

レ
用

に
発
酵
促
進
剤

２

袋
持

参
さ

れ
、
夕
食

を
少

し
頂

い
て

自
己
紹
介

後
に

日
帰

り
下

山
さ

れ
た

。
 

松
本
君

(
立
命

大
卒

後
、

大
阪
教
育

大
・
夜
間

に
在
学
中

)
は

、
奥
駈

道

の
保
守
保
全

・
維

持
等

の
卒
論
取
材

の
為

、
先
般

玉
岡

宅
(
川
島

同
席

)
を

訪
れ

、
本

日
仲
間

が
集
う

と
連
絡

し
て

い
た
所

、
昨
夜
遅

く
に

参
加
意
向

の
連
絡

が
あ

り
、
バ
イ
ク

で
馳

せ
参
じ

１
８
時

前
に

登
っ

て
く

る
。

 

金
魚
池
浚

い
の
仕

事
を
終
え

て
杉
本
君

は
、
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ

を
点
け

１

９
時

前
に

登
っ

て
来

ら
れ
総
勢

２
９

名
が
揃
う

。
 

山
の
歌

合
唱

、
雀

の
学
校

等
で

大
い

に
唄

い
懇

談
・
懇
親

を
深

め
２

１

時
就
寝

。
 

 

 
１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日
    

    
夜
半

に
は
強
風

も
止

み
、、 、、
ト
イ

レ
立

っ
た

者
が

ス
ト

ー
ブ

に
薪

を
入

れ

た
お
陰

で
暖

か
く
朝

を
迎
え

た
。
    

 
朝
食

は
、

猪
鍋

に
う
ど

ん
と
干

物
、
赤
米

(
椎

木
氏

提
供

)
入

り
の
御
飯

は
赤
飯

の
様

に
な

り
好
評

で
食

が
す

す
む

。
 

笠
捨

山
の

上
葛

川
側

奥
駈

道
整
備

(
道
普
請

用
丸
太
運
搬

と
登

山
道

の

雨
水

流
下

に
よ

る
土

流
出
防
止

の
水
切

用
溝
掘

り
)
班

は
、

川
島

、
前

田
、

青
木

、
山

口
、
杉
本

、
大
門

、
三
井

、
河

野
、

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
８

名
、

松
本
君

の
１
７

名
が
赴

く
事

に
な

っ
た

。
 

作
業
班

は
、
佐

田
ノ
辻

で
元

気
な
姿

を
撮
影

後
８
時
過
ぎ

に
出

発
。

 
 

 

夜
半

の
風

も
お

さ
ま

り
快
晴

の
青
空

の
下

、
落
葉

に
注
意

し
な

が
ら
旧

逓
信

道
(
鉄
塔
巡
視
路

)
を
辿

る
。

以
前

に
比
べ

て
踏

ま
れ

て
大

分
歩

き
易

く
な

っ
て

い
る

。
Ｎ
ｏ

２
３
鉄
塔
巡
視
路

を
過
ぎ

る
と

、
ガ

レ
場
そ

し
て



鉄
製
橋

は
、
左
手

上
に
張

ら
れ

た
ロ

ー
プ

を
掴

み
、

一
人
づ

つ
慎
重

に
渡

る
。
Ｎ
ｏ

２
４
手

前
で
滑

り
易

い
所

が
あ

り
、
杉
本
君

に
ト

ン
ガ

で
足
場

を
刻

ん
で
貰
う

。
 

 
 

 
 

朝
食

中
 

 
 

 
 

 
笠

捨
山

作
業

班
 

 
 

旧
逓

信
道
・

桟
木

丸
太

運
搬

 

Ｎ
ｏ

２
４
鉄
塔

で
は

、
北
西
方
角

の
眺
望

が
開
け

、
行

仙
岳

の
電
波
塔

、

中
八

人
山

の
主
稜
線

、
槍
ヶ
岳

・
地
蔵
岳

が
ス
ッ
キ
リ
望

ま
れ

る
。

 

支
谷

が
横
切

る
辺

り
は

、
出
水

で
道

が
荒

れ
て

い
る

。
広

い
ガ

レ
場

で

は
、
昔

を
偲
べ

る
逓

信
道

の
石
垣

が
苔
む

し
て
残

っ
て

い
る

。
昔

の
人

の

石
垣
積

み
の
技
術

に
感
心

さ
せ

ら
れ

る
。

 

電
源

開
発
㈱

が
平

成
２

２
年
巡
視
路
改
修
時

の
残
材

は
、

尾
根
末
端
部

斜
面

に
残

っ
て

い
る

。
笠
捨

山
・

上
葛

川
側

の
奥
駈

道
の
段

差
整
備

に
使

わ
せ

て
頂

く
為

、
各

自
１
本

を
奥
駈

道
ま

で
５

分
強
担

い
で

頂
き

、
約

２

０
本
杉

林
に
仮
置

き
し

た
。

事
前

に
皆

さ
ん

に
は

、
お
茶

・
野
菜
ジ
ュ

ー

ス
・
缶
バ

ン
だ
け

に
し

て
、
纏

め
て
担

い
で
空
荷

で
歩

く
人

を
多

く
し

た
。
 

平
成

２
３

年
・
台
風

１
２
号
豪

雨
後

に
巡
視

し
た
際

は
、

木
製
段

差
設

置
要

と
判
断

し
た

が
、
登

山
者

、
修
験

者
の
歩

行
に
よ

り
踏

み
固

め
ら

れ
、

段
差
設
置

の
必
要
性

が
薄

れ
た

が
、
笠
捨

山
直

下
付
近

で
使

用
す

る
箇
所

が
あ

り
、
そ

こ
に
来
春

に
使

用
さ

せ
て

頂
く

こ
と

に
す

る
。

 

本
日

は
歩

行
に
邪
魔

な
倒

木
・

小
枝

の
切
除

と
雨
水

が
登

山
道

を
長

く

流
下

し
な

い
様

に
、
水
切

り
溝

を
所

々
ト

ン
ガ

で
掘

っ
て

、
し
ば

ら
く
対

処
す

る
事

に
し

た
。

 

笠
捨

山
か

ら
は

、
奥
駈

の
山
並

み
が
遠

く
ま

で
ス
ッ
キ
リ
眺
望
出
来

た
。
 

電
波
反
射
板

の
立

つ
東
峰

に
立
ち
寄

り
、
落
葉

で
足

が
取

ら
れ

な
い

様

に
注
意

し
な

が
ら

下
山

す
る

。
途
中

、
笠
捨

山
を
眼

前
に
望

め
る
鞍
部

か

ら
登

っ
た

尾
根

、
大
峯
八

大
金
剛
童

子
で

小
休
止

し
、
昼
食

に
遅

れ
な

い

よ
う

に
急

い
で
戻

り
、

１
２
時

０
５

分
行

仙
宿

に
全
員
無

事
到

着
。

 

笠
捨

山
班

を
送

り
出

し
た

行
仙

宿
残
留

組
の

１
２

名
は

、
段

差
材
造

り
 

を
行
う

。
生

熊
さ

ん
が
適
当

な
長

さ
に

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

入
れ

、
乾

・
中

前
 

の
二

人
が
そ

れ
を
縦
割

り
。

沖
崎

・
畑

林
秀

は
薪
材

の
収
集

と
加
工

。
 

女
性
軍
三

人
と

奥
村
君

は
小
屋

内
で
片
付
け
や

ら
昼
食
準
備

に
忙

し
い

。
 

山
上

・
木

下
・

根
木

の
お
三
方

は
、
昨

日
に

引
続

き
行

仙
宿

の
水
場

用
 

２
箇
所

と
千

年
檜

の
計

３
箇
所

の
注
連
縄
作

り
を
や

っ
て
貰
う

。
 

 
奥

村
君

か
ら
そ

れ
は
違
う

、
こ
う

だ
と

か
、

い
や

い
や
そ

れ
で

良
い

な
 

ど
、
え

ら
く
揉

め
て

い
る
ぞ

と
の
情
報
「
船
頭
多

く
し

て
船

、
山

に
上

る
」
 

の
故

事
諺

の
通

り
、

か
な

り
手
間
取

っ
て

い
た

。
そ

れ
で

も
な

ん
と

か
昼

 

前
に

は
終

了
し

た
。
段

差
材

は
１

０
０
本
確
保

で
き

た
 

 
 

 

作
業

を
終

え
て

笠
捨

山
頂

 
桟

木
山

積
横

を
作

業
班

戻
る
 

下
山

前
の

記
念

撮
影

 

昼
食

は
、
缶
パ

ン
と
イ

カ
一
夜
干

し
+
サ
メ
干

物
に
コ

ー
ヒ

ー
だ

。
 



記
念
撮
影

後
、

行
者
堂

で
勤

行
し
解
散

と
す

る
。

１
３
時

２
０

分
茂

原
 

ク
リ
ニ
ッ
ク

の
皆

さ
ん

と
再

会
と
作
業

の
労

い
の
握
手

で
見
送

る
。

 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
    
１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日

( 土土 土土
)     

雨
の
ち
曇

り
時

々
晴

、
風
強

し
 

新
宮

6:50
→

8:30
登

山
口

9:00
→

10:00
行

仙
宿

10:30
→
水
汲

み
→

11:30

昼
食

12:50
→
作
業

(間
伐
材
運
搬

・
薪
作

り
・

し
め
縄
作

り
等

)15:00
→

16:00
忘

年
懇
親

会
→

21:00
就
寝

。
 

 
１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日

( 日日 日日
) 
快
晴

 
６
時

気
温
８
℃

、
室

内
１

６
℃

。
 

起
床

6:00
→

7:10
朝
食
→

行
仙

宿
8:05
→
旧
逓

信
道

(鉄
塔
巡
視
路
・
桟

木

丸
太
運
搬

)→
9:40

葛
川
辻

9:50
→

登
山

道
整
備
→

10:25
笠
捨

山
9:40
→

東
峰
→

12:05
行

仙
宿

13:40
→

14:15
登

山
口

14:25
→

16:00
新

宮
。

 

 
差
入

差
入

差
入

差
入
れ
・

れ
・

れ
・

れ
・
寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
品品 品品

 
・・ ・・
茂
原

茂
原

茂
原

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
；
ビ

ー
ル
７
箱

+
野
菜
ジ
ュ

ー
ス

１
箱

+
富
有
柿

+
 

無
洗
米

３
袋

９
㎏

+
イ

ン
ス
タ

ン
ト

味
噌
汁
多

数
。

 
平
野
絵
里
奈

平
野
絵
里
奈

平
野
絵
里
奈

平
野
絵
里
奈
；； ；；
１
斗
缶

３
個

。
 

・・ ・・
山
尾

山
尾

山
尾

山
尾
    
登登 登登
；； ；；
猪

肉
(鍋

+
焼

肉
用

)+
鹿

肉
(刺
身

+
焼

肉
用

)+
鮎

・
あ

ま
ご

。 
・・ ・・
大
門
健
一

大
門
健
一

大
門
健
一

大
門
健
一
；； ；；
清

酒
２
升

+
土
鍋

。
 

 
・・ ・・
亀亀 亀亀
のの のの
子
会

子
会

子
会

子
会
；； ；；
熊

野
三

山
４

合
。

 
・・ ・・
濱
野
兼
吉

濱
野
兼
吉

濱
野
兼
吉

濱
野
兼
吉
；； ；；
清

酒
・
焼
酎
各
４

合
。

 
 
・・ ・・
前
田

前
田

前
田

前
田
    
正正 正正
；； ；；
焼
酎
４

合
。

 
・・ ・・
真
砂
民
雄

真
砂
民
雄

真
砂
民
雄

真
砂
民
雄
・・ ・・
榎
本
康
夫

榎
本
康
夫

榎
本
康
夫

榎
本
康
夫
・・ ・・
田
中
稔
昭

田
中
稔
昭

田
中
稔
昭

田
中
稔
昭
；； ；；
大
吟
醸

酒
１
本

。
 

・・ ・・
椎
木

椎
木

椎
木

椎
木
    
尭尭 尭尭
；； ；；
賀

茂
鶴
４

合
+
赤
米

。
 

 
・・ ・・
玉
置
平
八
郎

玉
置
平
八
郎

玉
置
平
八
郎

玉
置
平
八
郎
；； ；；
清

酒
４

合
。

 
・・ ・・
乾乾 乾乾
    
克
己

克
己

克
己

克
己
；； ；；
赤

玉
ポ

ー
ト
ワ
イ

ン
２
本

。
・・ ・・
高
階
美
根
子

高
階
美
根
子

高
階
美
根
子

高
階
美
根
子
；； ；；
干

物
。

 
・・ ・・
三
井
幹
雄

三
井
幹
雄

三
井
幹
雄

三
井
幹
雄
、、 、、
河
野
芳
宏

河
野
芳
宏

河
野
芳
宏

河
野
芳
宏
、、 、、
今
野
孝
祐

今
野
孝
祐

今
野
孝
祐

今
野
孝
祐
；
各
五

千
円

。
 

 
・・ ・・
山
口
泰
宏

山
口
泰
宏

山
口
泰
宏

山
口
泰
宏
；； ；；
金
三

千
円

+
ワ
イ

ン
１
本

+
つ

ま
み

３
袋

。
 

・・ ・・
梶
野
照
雄

梶
野
照
雄

梶
野
照
雄

梶
野
照
雄
；； ；；
ト
イ

レ
発
酵
促
進
剤

２
袋

+
紙
皿
。。 。。

 
・・ ・・
生
熊
敏
男

生
熊
敏
男

生
熊
敏
男

生
熊
敏
男
；； ；；
鮪

(干
物

+
せ

せ
り

)+
野
菜

。
・・ ・・
根
木
俊
明

根
木
俊
明

根
木
俊
明

根
木
俊
明
；； ；；
イ

カ
一
夜
干

。 
・・ ・・
川
島

川
島

川
島

川
島
    
功功 功功
；； ；；
か
ぶ

ら
寿
司

+
野
菜

。
 

 
・・ ・・
畑
林
清
子

畑
林
清
子

畑
林
清
子

畑
林
清
子
；； ；；
野
菜

。
 

・・ ・・
山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎
；； ；；
さ

ん
ま
寿
司

+
干

物
。

 

最
後

に
、

差
入

れ
・
寄
贈

頂
い

た
皆

様
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

す
。

 
と

り
わ
け

、
遠
方

の
今

野
(宮
城
県
岩
沼
市

)・
椎

木
(広
島
市

)様
並
び

に
、

缶
ビ

ー
ル

等
の
多
量

・
多
種

の
差

入
れ

・
寄
贈

を
し

て
頂

い
た

茂
原
ク
リ

ニ
ッ
ク

様
に
心
よ

り
御
礼

を
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(記

 
沖

﨑
) 

 


